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６ 月 定 例 会

人事案件・議会基本条例などを可決
　

平
成
22
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
８
日
か
ら
16
日
ま
で
の
９
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
当
選
後
初
定
例

会
に
、
人
事
案
件
や
条
例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
18
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
常
任
委
員
会
か
ら
は
「
議
会
基
本
条
例
」
が
提
出
さ
れ
、
ま
た
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
な
ど
、 

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
７
人
が
登
壇
し
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

 
教
育
委
員
２
名
を
同
意

　

小
林
靖
能
氏
の
退
任
�
唐
澤
忠
雄
氏
の
任
期
満
了
に

伴
い
新
た
に
次
の
２
名
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
�

髙
橋
啓
一
氏
・
石
田
倉
蔵
氏

　

髙
橋
氏
は
�
40
年
２
カ

月
東
吾
妻
町
役
場
�
旧
吾

妻
町
�
に
勤
務
さ
れ
�
上

下
水
道
課
長
�
産
業
課
長
�

保
健
福
祉
課
長
な
ど
を
歴

任
し
�
広
く
行
政
に
携
わ
�

て
い
ま
し
た
�

　

任
期
は
４
年
で
す
�

　

石
田
氏
は
郡
内
及
び
渋

川
市
内
の
小
・
中
学
校
に

勤
務
さ
れ
る
と
と
も
に
�

吾
妻
教
育
事
務
所
学
校
教

育
課
指
導
主
事
な
ど
の
要

職
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
し

た
�

　

任
期
は
４
年
で
す
�

　

６
月
21
日
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
�
教
育
長

に
髙
橋
啓
一
氏
�
教
育
委
員
長
に
小
泉
好
一
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　　　　　●公平委員会委員●
　任期（４年）満了に伴い新たに次の３名を適任

と認めました。

　　　　髙　橋　　　豊   氏     （岩　下）
　　　　石　田　定　治   氏     （岡　崎）
　　　　浅　井　光　順   氏    （須賀尾）

監
査
委
員
に

 

角
田
隆
紀
氏

　

塩
谷
雷
三
郎
氏
の
任

期
満
了
に
伴
い
�
新
た

に
選
任
し
ま
し
た
�

　

角
田
氏
は
群
馬
県
に

38
年
間
勤
務
さ
れ
�
農

政
部
参
事
�
技
術
支
援

課
長
な
ど
農
政
関
係
に

お
い
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
し
た
�

　

任
期
は
４
年
で
す
�

委　　員
町　田　　　豊 氏（新巻）
田　中　富　雄 氏（岩井）
小　池　勝　良 氏（松谷）
高　橋　武　志 氏（大戸）

補　充　員
橋　爪　　　佐

たすく

 氏（本宿）
塚　田　　　茂 氏（原町）
佐　藤　　　弘 氏（五町田）
茂　木   良　一 氏（植栗）

●選挙管理委員会委員および補充員●

●人権擁護委員候補者●

　任期（３年）満了に伴う次期候補

者に海野信義氏（岩下：３期目）を

適任と認めました。

�
三
島
�

�
岡
崎
�

�
五
町
田
�
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　条例制定に向けて総務常任委員会では、住民自治が強く求められる時代の中にあっ
て、町民福祉の向上や民主的で平和な社会の実現のため、議会及び議員として、その
役割を果たすには、議会基本条例を制定する事が必要と考え調査検討を進めてきまし
た。およそ２年２カ月を経て、１６日の議会において議員の賛同を得るための提案に
こぎつけ賛成多数で可決しました。
　この間に委員会を１３回開催、視察研修２回、講演会による研修、調査派遣を各
１回行ってきました。また、去る３月２３日～２７日には東吾妻町議会として、議会
報告会を試行的に町内５か所で開催してきました。 
　この条例では、すべての会議を公開すると共に、年１回以上開催するとした議会報
告会による意見交換を通して、町民の方が政策
決定に関与できるばかりでなく、請願・陳情者
から直接意見陳述をすることなどにより住民参
加による議会運営がなされる事となります。
　議場では町長等に議員の質問に対し反問する
ことを許し（反問権）、議決する前に議員同士
の意見交換（自由討論）することが出来るよう
になります。　
　以上のことから十分な討論が可能となり、結
果として、より議会が活性化され、議員の資質
の一層の向上が図られ、議会としてその権能が
十分発揮されることが期待されます。

県  内  初
議会基本条例を制定

※  主なもの  ※
地デジ対応共聴組合施設改修工事補助金

（厚田・泉沢地区ほか）・・・３００万円

子宮頸ガン・乳ガン検診　

　　９４６名分 ・・・・・・２７５万円

国民宿舎管理費ＰＣＢ廃棄処理委託料

　　　　　　　　  ・・・・・・６７万円

議
員　

国
民
宿
舎
に
お
け

る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
処
理
委
託

料
67
万
円
に
つ
い
て
�
詳

し
い
説
明
を
�

事
業
課
長　

内
容
に
つ
い

て
は
�
Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
費

用
が
約
52
万
円
�
運
搬
に

要
す
る
費
用
が
15
万
円
と

見
て
67
万
円
�
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の

入
�
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
�
高
圧
コ
ン
デ
ン
サ
�

製
造
者
は
三
菱
電
機
�
重

量
は
25
㎏
�

　

処
分
業
者
は
北
海
道
に

あ
る
日
本
環
境
安
全
事
業

株
式
会
社
北
海
道
事
業
所

で
す
�

議
員　

25
㎏
の
荷
物
を
北

海
道
へ
送
る
運
搬
費
用
が

15
万
円
と
常
識
的
に
考
え

て
高
い
の
で
は
な
い
か
�

町
長　

特
殊
な
も
の
で
運

搬
賃
は
高
過
ぎ
る
と
い
う

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
�

議
員　

事
業
費
の
捻
出
の

た
め
に
�
償
還
金
�
あ
る

い
は
繰
上
償
還
を
当
初
の

３
月
予
算
に
比
し
て
�
八

平成２２年度　補正予算

会　　計　　名 補正額 予 算 額

一 般 会 計 590万円 84億5,321万円

国民健康保険特別会計（事業勘定） 189万円 18億7,376万円

Ｑ
＆
Ａ

町内５地区で行われた議会報告会
於：中央公民館

定例会で決まったこと
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五
〇
万
円
を
減
額
す
る
�

こ
の
補
正
予
算
で
そ
の
財

政
改
革
が
で
き
る
か
�

企
画
課
長　

減
額
に
よ
�

て
財
政
に
影
響
が
出
る
と

い
う
こ
と
は
�
現
在
考
え

ら
れ
な
い
�

町
長　

最
適
切
で
は
な
い

が
�
間
違
い
で
も
な
い
�

今
回
は
こ
れ
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
�

定例会で決まったこと

  

そ
の
他
の
議
案

＝
税
条
例
の
一
部
改
正
＝

町
民
税
に
か
か
る
扶
養

　
　

  

控
除
の
見
直
し

　

子
ど
も
手
当
の
創
設

で
�
16
歳
未
満
に
対
す
る

扶
養
控
除
三
三
万
円
が
廃

止
�
高
校
授
業
料
の
実
質

無
償
化
に
伴
い
16
歳
�
18

歳
ま
で
の
特
定
扶
養
控
除

一
二
万
円
が
廃
止
に
な
り

ま
す
�

生
命
保
険
料
控
除
の
変
更

　

各
保
険
料
控
除
の
合
計

適
用
限
度
額
は
七
万
円
に

据
え
置
き
と
な
り
ま
す
が
�

新
た
に
�
介
護
医
療
保
険

料
控
除
�
が
設
け
ら
れ
ま

す
�
一
般
生
命
保
険
・
介

護
医
療
保
険
・
個
人
年
金

保
険
控
除
の
適
用
限
度
額

は
各
二
万
八
千
円
と
な
り

ま
す
�

 

た
ば
こ
税
率
引
き
上
げ

　

た
ば
こ
千
本
当
た
り
三

五
〇
〇
円
税
率
が
上
が
り

ま
す
�
１
箱
の
価
格
は
百

円
ほ
ど
上
が
り
ま
す
�

  

＝
字
区
域
の
変
更
＝

　

地
籍
調
査
事
業
実
施
に

伴
い
在
上
地
内
５
筆
を

�
下
須
郷
�
か
ら
�
稲
荷

城
�
に
変
更
す
る
も
の
で

す
�

＝
職
員
の
勤
務
時
間
条
例
等
の

　
　
　
　
　
　

一
部
改
正
＝　

　

育
児
休
業
の
法
律
改
正

に
伴
い
�
職
員
配
偶
者
の

就
業
状
況
に
関
わ
り
な
く
�

育
児
の
た
め
の
早
出
遅
出
�

超
過
勤
務
の
制
限
の
請
求

が
で
き
る
な
ど
の
改
正
が

さ
れ
ま
し
た
�

　

育
児
休
業
に
つ
い
て
は
�

非
常
勤
・
臨
時
的
任
用
職

員
も
取
得
で
き
ま
す
�

　

例
え
ば
妻
が
育
児
休
業

し
て
い
る
職
員
で
も
夫
が

育
児
休
業
を
取
得
で
き
ま

す
�
ま
た
看
護
休
暇
の
取

得
用
件
・
日
数
の
拡
大
な

ど
が
主
な
改
正
内
容
で
す
�

�
平
成
22
年
６
月
30
日
施
行
�

議
員　

こ
の
議
案
に
対
し

て
は
�
当
町
に
は
該
当
職

員
は
い
な
い
と
い
う
認
識

で
よ
い
か
�

総
務
課
長　

今
現
在
該
当

す
る
職
員
は
い
な
い
�

Ｑ
＆
Ａ

  

教
育
長
の
給
料
を
削
減

　

町
長
・
副
町
長
の
給
料
の
削
減
に
な
ら
い
�

特
別
職
で
あ
る
教
育
長
の
給
料
を
10
�
削
減

す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
�
こ
れ
に
よ
り

金
額
は

　

五
四
三
�
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　

�
四
八
八
�
七
〇
〇
円

と
な
り
ま
す
�

�
平
成
22
年
６
月
21
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
４
月
22
日
�

第４回臨時会
　５月１９日

　高橋氏は、37 年４ヵ月

東吾妻町役場（旧吾妻町）

に勤務され、保健福祉行

政を 22 年余、商工観光課

長、企画課長など、広く

行政に携わっていました。

副町長に高橋義晴氏（大柏木）

　中澤町長は、公約としていた特別職の給料を

削減する条例を提出しました。これにより給料

月額は次のとおりとなります。
　
町　長　７２０，０００→５０４，０００円

副町長　５８７，０００→４９８，９５０円

（平成22年５月19日から平成26年４月22日）

◎税条例の一部改正

◎国民健康保険税条例の一部改正

町長30％副町長15％の給料削減

その他の議案
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東
吾
妻
町
議
会
議
員
故

前
村
清
君
の
ご
逝
去
を
悼

み
�
こ
こ
に
議
会
を
代
表

し
て
�
謹
ん
で
追
悼
の
言

葉
を
申
し
上
げ
ま
す
�

　

五
月
二
十
二
日
早
朝
議

員
団
長
よ
り
電
話
で
前
村

君
の
訃
報
に
接
し
�
闘
病

中
と
は
い
え
�
生
者
必
滅

会
者
定
離
�
は
浮
き
世
の

常
と
は
申
せ
�
た
だ
た
だ

人
生
の
無
情
と
憤
り
を
覚

え
ま
し
た
�

　

御
遺
族
の
心
中
を
お
察

し
申
し
上
げ
る
と
き
万
感

胸
に
迫
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
�

　

君
は
小
学
校
の
頃
よ
り

文
武
両
道
の
行
動
派
で
し

た
�
中
之
条
高
等
学
校
卒

業
後
昭
和
三
十
四
年
に
坂

上
村
農
業
協
同
組
合
に
就

職
�
合
併
に
よ
り
吾
妻
町

農
業
協
同
組
合
が
誕
生
�

　

平
成
四
年
の
吾
妻
郡
八

農
協
の
合
併
に
あ
た
�
て

は
合
併
協
議
会
事
務
局
長

を
務
め
�
新
生
�
あ
が
つ

ま
農
業
協
同
組
合
�
誕
生

の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
�

ま
た
�
総
務
部
長
�
参
事

と
し
て
組
合
員
の
負
託
に

応
え
�
信
頼
さ
れ
る
農
協

づ
く
り
に
邁
進
さ
れ
ま
し

た
�

　

君
の
実
績
は
衆
望
の
寄

せ
る
と
こ
ろ
と
な
り
�
平

成
十
一
年
四
月
�
吾
妻
町

議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補

し
当
選
�
平
成
十
五
年
の

吾
妻
町
長
選
挙
に
挑
戦
�

願
い
は
叶
わ
な
か
�
た
も

の
の
町
政
へ
の
思
い
断
ち

が
た
く
�
平
成
十
九
年
四

月
に
は
合
併
後
の
東
吾
妻

町
議
会
議
員
選
挙
に
立
候

補
し
�
当
選
の
栄
に
浴
さ

れ
�
新
町
建
設
に
参
画
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
�

　

こ
の
間
�
産
業
建
設
常

任
委
員
会
副
委
員
長
�
地

域
活
性
化
対
策
特
別
委
員

会
委
員
長
�
行
政
事
務
調

査
特
別
委
員
会
委
員
長
を

歴
任
さ
れ
�
卓
越
し
た

力
量
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
�

と
り
わ
け
農
業
振
興
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
を
通
し
て
地
域

の
活
性
化
に
力
を
注
が
れ

ま
し
た
�

　

新
町
の
建
設
に
�
あ
な

た
の
豊
富
な
知
識
と
経
験

が
今
こ
そ
こ
の
町
に
必
要

と
さ
れ
て
い
る
と
き
�
あ

な
た
を
失
�
た
こ
と
は
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
�

　

こ
の
上
は
�
ひ
た
す
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と

と
も
に
�
生
前
賜
り
ま
し

た
ご
指
導
�
ご
教
訓
に
対

し
�
議
員
一
同
�
深
甚
な

る
敬
意
と
感
謝
の
誠
を
捧

げ
た
い
と
思
い
ま
す
�

　

御
遺
族
の
皆
様
に
は
�

こ
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え

て
力
強
く
健
や
か
に
過
ご

さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
�
追
悼
の
言
葉
と

致
し
ま
す
�

平
成
二
十
二
年
六
月
八
日

　

東
吾
妻
町
議
会
議
員

　
　
　
　
　

原
田　

睦
男

　

▶

　

追
悼
演
説
を
行
う

　
　
　
　
　

原
田
議
員

　

六
月
定
例
会
初
日
�
去
る
五
月
二
十
一

日
逝
去
さ
れ
た
故
前
村
清
議
員
を
悼
み
�

１
分
間
の
黙
祷
の
後
�
原
田
睦
男
議
員
に

よ
る
追
悼
演
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
�

故

前
村
清
議
員
追
悼
演
説

故 

前
村　

清 

議
員

◀

不採択となりました

産業建設常任委員会で審査

◎本宿甘酒原地区における大型養鶏場施設建設
　推進に関する陳情書
　　　養鶏場建設推進協議会

　　　　  代表者　島  津　　實　ほか  219 名

◎ＥＰＡ・ＦＴＡ推進路線の見直しを求める請願
　群馬県農民運動連合会　会　長　井上健太郎

　　　　　　　　　　　　紹介議員　金澤　敏

◎備蓄米買い入れと米価の回復・安全を求める請願
　群馬県農民運動連合会　会　長　井上健太郎

　　　　　　　　　　　　紹介議員　金澤　敏

　継続審査となりました

総務常任委員会で審査

◎改正貸金業法の早期完全施行を求める陳情書
全国青年司法書士協議会

　　　　　　会長　小山田　泰彦

　今定例会では、請

願２件・陳情２件を

所管の委員会で審査

しました。審査の結

果が本会議で報告さ

れ次のように決まり

ました。

みなさんからの
　請願・陳情
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質
問
１　

現
在
の
財
政
状

況
及
び
特
徴
に
つ
い
て
伺

い
た
い
�

町
長　

多
額
の
地
方
債
残

高
�
借
金
�
が
あ
る
�
平

成
18
年
３
月
の
合
併
時
に

お
け
る
全
会
計
残
高
は
一

七
〇
億
六
�
六
〇
〇
万
円

だ
�
た
が
平
成
21
年
度
末

現
在
�
一
六
五
億
六
�
三

〇
〇
万
円
と
な
り
五
億
三

〇
〇
万
円
減
少
し
て
い
る
�

　

地
方
交
付
税
の
推
移
は

平
成
21
年
度
の
交
付
総
額

は
二
九
億
四
�
四
〇
〇
万

円
と
な
り
�
平
成
18
年
度

と
比
較
す
る
と
�
二
億
四

〇
〇
万
円
増
加
し
て
い
る
�

財
政
の
特
徴
は
将
来
負
担

比
率
・
実
質
公
債
費
比
率

と
も
�
県
下
で
も
非
常
に

高
い
水
準
で
あ
る
�
主
な

要
因
は
�
学
校
・
幼
稚
園

な
ど
数
多
く
の
公
共
施

設
整
備
や
町
道
・
農
道
な

ど
の
道
路
整
備
�
ま
た
ダ

ム
関
連
事
業
な
ど
に
伴
い
�

起
債
事
業
�
借
金
�
を
継

続
的
に
行
�
て
き
た
こ
と

が
上
げ
ら
れ
る
�

　

財
政
調
整
基
金(

貯
金)

は
平
成
21
年
度
末
で
七
億

八
�
五
〇
〇
万
円
と
な
り

合
併
時
の
２
倍
以
上
に
増

加
し
て
い
る
�
ま
た
財
政

の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
平
成
17
年
度
が

98
・
９
％
�
平
成
20
年
度

で
は
94
・
３
％
と
な
り
4.6

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
る
�

質
問
２　

こ
れ
か
ら
の
財

政
計
画
と
運
営
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
�

町
長　

長
期
的
展
望
に
た

�
て
総
合
計
画
�
実
施
計

画
の
見
直
し
を
図
り
た
い
�

　

今
後
の
地
方
債
発
行
と

償
還
金
は
平
成
21
年
度
の

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画

に
基
づ
き
実
施
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
�

　

主
な
起
債
事
業
は
�
合

併
特
例
債
を
活
用
し
て
�

中
学
校
お
よ
び
給
食
調
理

場
の
施
設
統
廃
合
事
業

や
基
金
造
成
事
業
で
あ
る
�

ま
た
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
の
改
正
に
よ

り
�
現
在
�
町
全
体
の
過

疎
計
画
を
策
定
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
�

　

こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営

は
�
多
く
の
町
民
の
要
望

や
意
見
を
取
り
入
れ
�
透

明
性
の
あ
る
運
営
を
行
�

て
い
き
た
い
�

財
政
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

　

答　

透
明
性
の
あ
る
財
政
運
営
を
め
ざ
す

行
財
政
改
革
の
取
組
み
は　
　
　
　
　
　
　

　

答　

新
た
な
行
政
改
革
計
画
を
策
定

質
問　

行
財
政
改
革
の
取

組
み
の
う
ち
�
集
中
改
革

プ
ラ
ン
が
21
年
度
で
終
了

し
て
い
る
�
今
後
�
そ
れ

に
代
わ
る
現
状
に
即
し
た

新
し
い
計
画
が
必
要
と
思

う
が
�
そ
の
予
定
は
あ
る

か
�
職
員
の
仕
事
に
対
す

る
士
気
の
向
上
及
び
資
質

の
向
上
�
適
正
な
人
員
配

置
な
ど
に
つ
い
て
は
ど
う

か
�
町
村
合
併
を
し
て
５

年
目
と
な
る
が
�
合
併
効

果
を
生
か
す
た
め
に
今
後

ど
の
よ
う
に
効
率
的
な
町

運
営
を
図
る
の
か
�

町
長　

今
年
度
は
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
未
実
施
部
分

須崎幸一議員

角田美好議員
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電話　７５－１１６６

の
推
進
を
図
り
�
併
せ
て

新
し
い
行
政
改
革
計
画
を
�

行
革
委
員
会
の
意
見
を
聴

き
な
が
ら
早
急
に
策
定
し

た
い
�
職
員
に
つ
い
て
は
�

多
様
化
す
る
行
政
サ
�
ビ

ス
に
対
応
す
る
た
め
�
職

員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改

革
と
公
務
執
行
能
力
の
向

上
を
図
る
た
め
�
各
種
市

町
村
合
同
研
修
に
参
加
さ

せ
職
員
能
力
や
才
能
を
引

き
出
し
た
い
�　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

家
畜
の
急
性
伝
染
病

       

の
町
の
対
応

質
問　

経
済
的
損
失
�
心

理
的
負
担
の
甚
大
な
病
気

を
こ
の
地
に
侵
入
さ
せ
な

い
た
め
の
予
防
的
措
置
が

最
重
要
と
考
え
る
が
�
対

応
策
は
�
宮
崎
県
の
伝
染

拡
大
は
�
初
動
対
応
の
ま

ず
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
�
当
町
で
は
事
前
に
精

査
さ
れ
た
対
応
マ
ニ
�
ア

ル
が
で
き
て
い
る
か
�

町
長　

今
回
の
口
蹄
疫
に

限
ら
ず
畜
産
業
の
健
全
な

発
展
に
は
�
各
農
家
の
自

主
的
な
日
々
の
衛
生
防
疫

対
策
が
重
要
で
あ
る
と
の

観
点
か
ら
�
そ
れ
ら
を
支

援
す
る
た
め
に
町
単
独
の

家
畜
衛
生
防
疫
対
策
の
補

助
事
業
を
現
在
検
討
し
て

い
る
�
ま
た
�
県
と
連
携

の
も
と
円
滑
な
防
疫
対
策

が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
�
対

策
本
部
の
設
置
の
準
備
�

防
疫
マ
ニ
�
ア
ル
な
ど
が

作
成
さ
れ
た
の
で
�
条
例

審
査
会
を
待
つ
段
階
で
あ

る
�

質
問
１　

森
林
に
は
�
水

源
か
ん
養
�
土
砂
崩
れ
の

防
止
�
地
球
温
暖
化
防
止

な
ど
重
要
な
働
き
が
あ
る
�

林
業
の
採
算
性
の
悪
化

に
よ
り
植
え
る
�
育
て
る
�

販
売
す
る
と
い
う
循
環
が

崩
れ
�
か
け
が
え
の
な
い

国
土
を
保
全
し
�
美
し
い

森
林
を
未
来
に
託
す
こ
と

が
危
ぶ
ま
れ
る
現
状
下
に

あ
る
�
水
と
緑
の
我
が
町

の
森
林
と
共
生
す
る
循
環

型
の
社
会
を
構
築
す
る

た
め
�
町
の
森
林
事
業

の
推
進
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
�

町
長  

地
球
環
境
を
守
�

て
い
く
う
え
で
�
大
き

な
財
産
と
し
て
森
林
管

理
は
重
要
で
あ
る
�
町

有
林
の
施
業
計
画
は
�

吾
妻
森
林
組
合
が
代
理

人
と
な
り
認
定
請
求
を

行
い
�
補
助
金
の
割
合

が
有
利
で
効
率
よ
く
�

町
有
林
の
管
理
が
行
え
る

よ
う
し
て
い
る
�

　

管
理
は
巡
視
人
９
名
の

境
界
確
認
及
び
森
林
保
育

の
状
況
報
告
を
参
考
に
施

業
林
の
枝
打
ち
�
間
伐
等

を
実
施
し
て
い
る
�
民
有

林
の
間
伐
は
吾
妻
森
林
組

合
が
中
心
に
な
�
て
補
助

率
の
高
い
有
利
な
方
法
で

行
�
て
い
る
の
で
�
今
後

も
こ
れ
ら
を
推
進
し
て
行

き
た
い
�
販
路
に
つ
い
て

は
建
設
中
の
北
部
県
産
材

セ
ン
タ
�
の
利
用
に
よ
り
�

市
場
機
能
を
持
た
な
い
間

伐
材
の
利
用
選
別
に
よ
り
�

未
利
用
材
の
活
用
に
よ
る

林
業
収
益
の
向
上
を
図
る
�

質
問
２　

未
来
の
子
供
達

へ
の
森
林
体
験
学
習
の
実

施
に
つ
い
て
は
�

町
長　

体
験
学
習
は
管
内

小
学
校
に
緑
の
少
年
団
が

組
織
さ
れ
活
動
を
通
し
�

緑
と
親
し
み
�
守
り
�
育

て
る
活
動
を
通
し
て
心
豊

か
な
人
間
と
し
て
育
�
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
�
少
年
団
で
は
緑
化

行
事
や
間
伐
材
に
よ
る
ベ

ン
チ
作
り
�
樹
木
名
の
プ

レ
�
ト
を
つ
け
る
活
動
を

行
�
て
い
る
�

　

21
年
度
は
姉
妹
交
流
で

杉
並
区
よ
り
参
加
者
を
募

り
�
茸
の
駒
打
ち
体
験
教

室
を
実
施
�
こ
れ
か
ら
も

機
会
が
あ
れ
ば
計
画
を
し

て
い
き
た
い
�

町
有
林
管
理
計
画
と
森
林
事
業
の
推
進
は

　

答  

民
有
林
に
対
し
模
範
林
的
な
存
在
と
し
て
管
理

橋爪英夫議員

整
備
さ
れ
た
町
有
林
「
岡
崎
三
林
班
」

畜
産
業
の
安
全
対
策
を
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質
問
１　

財
政
健
全
化
で

の
人
件
費
抑
制
対
策
は
�

町
長　

職
員
の
退
職
等
や

現
給
保
障
額
70
％
の
減
額

措
置
に
よ
り
�
町
債
残
高

を
抑
制
す
る
こ
と
が
出
来

た
が
�
引
き
続
き
財
政
健

全
化
に
向
け
努
力
し
た
い
�

質
問
２　

福
祉
施
策
と
し

て
�
限
界
集
落
化
が
進
む

中
で
の
高
齢
者
対
策
と
�

地
域
中
核
病
院
と
し
て
の

原
町
赤
十
字
病
院
の
対
応

策
は
�

町
長　

高
齢
者
対
策
は
�

民
生
委
員
等
の
協
力
を
い

た
だ
き
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
�

原
町
日
赤
の
対
応
と
し
て

は
�
郡
内
町
村
長
等
で
県

に
医
師
の
要
望
を
し
�
同

病
院
と
連
絡
を
密
に
し
�

医
師
確
保
に
向
け
群
大
医

学
部
へ
の
交
渉
を
実
施
し

て
い
き
た
い
�

質
問
３　

教
育
施
策
と
し

て
�
中
学
校
統
合
問
題
と
�

学
校
給
食
無
料
化
�
食
材

の
地
産
地
消
対
策
は
�

町
長　

中
学
校
統
合
は
�

教
育
行
政
の
根
幹
を
な
す

問
題
で
も
あ
り
�
ア
ン
ケ

�
ト
結
果
で
の
課
題
等
を

検
討
し
�
示
す
こ
と
が
大

事
で
�
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

町
民
の
理
解
を
得
た
う
え

で
推
進
し
て
い
き
た
い
�

　

給
食
の
無
料
化
は
若
者

の
定
住
促
進
の
た
め
財
政

見
直
し
等
を
実
施
し
充
当

し
て
い
き
た
い
�

　

ま
た
�
地
産
地
消
対
策

協
議
会
を
設
立
し
�
実
現

で
き
る
よ
う
対
策
を
講
じ

て
い
き
た
い
�

質
問
４　

ダ
ム
関
連
に
よ

る
天
狗
の
湯
運
営
費
の
確

保
は
�

町
長　

当
町
と
し
て
は
ダ

ム
建
設
を
継
続
さ
せ
る
こ

と
を
優
先
に
考
え
て
お
り
�

今
後
も
負
担
軽
減
策
等
を

関
係
機
関
に
求
め
て
い
き

た
い
�

質
問
５　

雇
用
促
進
で
の

企
業
誘
致
に
向
け
た
町
の

姿
勢
は
�

町
長　

厳
し
い
経
済
状
況

で
も
あ
り
�
思
う
よ
う
に

す
す
ま
な
か
�
た
�
今
後

も
�
企
業
誘
致
を
進
め
雇

用
促
進
に
努
力
し
た
い
�

町政運営について
　答　財政健全化について努力

上田　智議員

質
問　

子
宮
頸
ガ
ン
は
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
�
マ
ウ
イ
ル
ス

が
原
因
で
�
こ
れ
は
皮
膚

や
粘
膜
に
存
在
す
る
ど
こ

に
で
も
あ
る
あ
り
ふ
れ
た

ウ
イ
ル
ス
�
90
％
は
免
疫

で
自
然
と
体
外
に
排
出
さ

れ
る
が
�
発
症
か
ら
５
年

位
で
癌
化
す
る
そ
う
で
す
�

年
間
一
万
五
千
人
が
発
症

し
�
三
五
〇
〇
人
が
亡
く

な
�
て
い
る
�
子
供
が
元

気
で
い
て
く
れ
る
の
が
一

番
と
�
ま
た
�
女
性
の
一

生
の
健
康
を
守
る
た
め
に

も
�
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
公

費
助
成
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
�

命
の
教
育
と
し
て
取
り
上

げ
�
子
宮
頸
ガ
ン
に
対
す

る
認
識
を
し
て
い
た
だ
き
�

今
必
要
な
施
策
と
訴
え
る
�

町
長　

ワ
ク
チ
ン
の
抗
体

価
は
最
低
20
年
間
で
�
二

〇
〇
九
年
十
月
に
認
可
さ

れ
て
か
ら
�
小
学
六
年
生
�

中
学
一
年
生
女
子
に
全
額

助
成
を
決
め
�
予
算
計
上

し
て
い
る
自
治
体
が
多
く

な
�
て
き
て
い
る
�
当
町

で
も
遅
れ
る
こ
と
な
く
実

施
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
く
�

　

高
齢
者
の
自
立
支
援

質
問　

高
齢
者
で
あ
�
て

も
�
自
立
の
意
思
を
持
ち
�

介
護
保
険
を
利
用
す
る
ま

で
に
至
ら
な
い
方
々
が
こ

の
町
に
は
多
く
見
ら
れ
る
�

し
か
し
�
ほ
と
ん
ど
の
人

が
80
歳
か
ら
85
歳
を
迎
え

る
と
運
転
免
許
を
返
納
す

る
�
60
歳
後
半
で
は
男
女

と
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が
車

の
運
転
を
す
る
�
過
疎
に

悩
む
多
く
の
自
治
体
�
自

治
会
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方

式
の
バ
ス
を
試
行
運
転
し

て
い
る
�
わ
が
町
も
待
�

た
な
し
の
深
刻
な
問
題
だ

と
思
う
が
�
ど
う
考
え
て

い
る
か
�

町
長　

高
齢
者
や
通
学
す

る
方
々
の
利
便
性
の
確
保

等
�
町
全
体
の
公
共
交
通

の
あ
り
方
と
し
て
考
え
て

い
く
�

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
を　

　
　
　
　

　

答  

全
額
助
成
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
く

青柳はるみ議員
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法
の
下
の
平
等
は
？ 

国
有
林
野
内
別
荘
地
の
資
産
評
価
に
疑
義

　

答  

信
頼
と
協
調
で
解
決
す
る

質
問　

榛
名
山
麓
の
国
有

林
野
内
に
別
荘
地
�
榛
名

湖
ふ
れ
あ
い
の
郷
�
が
あ

り
�
そ
こ
は
国
有
資
産
等

所
在
市
町
村
交
付
金
法
二

条
一
項
一
号(

貸
付
資
産)

の
適
用
対
象
に
な
る
と
思

わ
れ
る
�

　

関
東
森
林
管
理
局
長
名

に
よ
る
固
定
資
産
価
格
通

知
書
に
は
�
法
二
条
一
項

三
号
�
国
有
林
�
の
土
地

と
し
て
�
森
林
・
七
千
百

九
十
五
�
�
と
記
載
さ
れ

て
い
る
�
こ
こ
に
記
載
さ

れ
た
内
容
は
正
し
い
か
�

町
長　

関
東
森
林
管
理
局

長
名
に
よ
る
固
定
資
産
価

格
通
知
書
の
記
載
は
正
確

で
あ
る
�

質
問　

杉
並
自
然
村
は
�

平
成
十
四
年
に
公
の
施
設

と
し
た
条
例
が
廃
止
さ
れ
�

一
般
財
産
と
な
�
た
�
毎

年
十
一
月
三
十
日
を
期
限

と
し
た
固
定
資
産
価
格
の

通
知
が
な
い
�
さ
ら
に
四

月
三
十
日
を
期
限
と
し
た

交
付
請
求
行
為
が
�
本
年

度
も
含
め
履
行
さ
れ
て
い

な
い
�
故
意
・
過
失
に
よ

る
同
請
求
行
為
を
怠
�
た

責
任
の
認
識
が
あ
る
か
�

町
長　

自
治
体
間
の
関
係

は
�
相
互
信
頼
と
協
調
を

基
に
解
決
す
る
�

質
問　

コ
ニ
フ
�
�
岩
櫃

は
平
成
十
四
年
以
降
交
付

客
体
だ
が
�
現
在
ま
で
適

正
な
執
行
が
実
現
し
て
い

な
い
�
そ
の
原
因
を
把
握

し
て
い
る
か
�

町
長　

杉
並
区
と
の
経
緯

は
認
識
し
て
お
ら
ず
�
答

え
ら
れ
な
い
�

質
問　

憲
法
十
四
条
が
定

め
る
法
の
下
の
平
等
は
�

自
治
法
二
条
に
よ
り
法
人

と
さ
れ
た
自
治
体
に
も
適

用
さ
れ
る
�
特
に
�
住
民

の
付
託
に
答
え
る
�
�
と

し
た
地
方
自
治
の
原
則
を

私
が
思
う
に
は
�
国
・
県
・

友
好
自
治
体
を
例
外
視
す

る
こ
と
は
な
い
�

　

反
省
す
る
に
は
�
町
が

被
�
た
損
害
の
回
復
か
ら

始
ま
る
と
考
え
る
が
�
そ

の
用
意
は
あ
る
か
�

町
長　

性
急
に
答
を
出
す

わ
け
に
は
い
か
な
い
�

大図広海議員

他国軍の低空飛行訓練に対する認識を問う
　答  深刻な問題と考えている

質
問
①　

こ
こ
数
年
�
米

戦
闘
機
の
低
空
飛
行
訓
練

が
傍
若
無
人
に
こ
の
吾
妻

上
空
を
含
む
群
馬
県
上
空

で
行
わ
れ
て
い
る
�
国
に

寄
せ
ら
れ
る
抗
議
や
苦
情

の
う
ち
78
・
３
％
が
群
馬

県
か
ら
な
の
に
�
止
む
こ

と
な
く
訓
練
が
続
け
ら
れ

て
い
る
�

　

20
年
度
県
庁
に
届
い
た

苦
情
は
326
件
�
し
か
し
�

今
年
の
３
月
３
日
だ
け
で

129
件
も
の
騒
音
苦
情
が
県

庁
に
殺
到
し
た
�
こ
の

時
の
騒
音
は
100
デ
シ
ベ
ル
�

ガ
�
ド
下
で
電
車
が
上
を

通
過
し
た
時
と
同
程
度
の

騒
音
だ
�
た
�

　

前
橋
市
は
�
市
民
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
に
県

や
防
衛
施
設
庁
に
現
状
を

伝
え
� 

中
止
を
要
請
し
た
�

と
自
治
体
の
長
と
し
て
毅

然
と
し
た
要
請
を
行
�
て

い
る
�
当
町
上
空
で
も
数

十
回
確
認
し
て
い
る
�
当

町
は
騒
音
被
害
に
対
し
て

抗
議
・
要
請
を
行
う
の
か
�

町
長　

住
民
の
安
心
安
全

を
考
え
れ
ば
深
刻
な
問
題

で
�
遺
憾
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
�
町
内
で
発
生
し

た
場
合
は
抗
議
�
要
請
を

し
て
い
く
�

質
問
②　

北
関
東
防
衛
局

も
米
側
に
文
章
で
要
請
し

て
い
る
が
改
ま
ら
ず
�
同

様
な
事
を
繰
り
返
し
て
い

る
�
現
状
は
と
て
も
独
立

国
家
と
は
言
え
ず
�
日
本

全
体
が
沖
縄
化
し
て
い
る
�

こ
の
現
状
認
識
に
つ
い
て
�

町
長　

地
方
の
首
長
と
し

て
は
国
政
の
動
向
を
見

守
�
て
い
く
�

宣
言
の
具
体
的
な
取
組
は

質
問　

核
不
拡
散
再
検
討

会
議
で
も
全
会
一
致
で
最

終
文
章
を
採
択
し
た
�
世

界
は
�
核
兵
器
の
完
全
廃

絶
に
向
け
た
具
体
的
な
行

動
計
画
�
に
取
り
組
む
事

で
合
意
し
前
進
し
た
�
当

町
も
�
核
兵
器
廃
絶
平
和

の
町
�
宣
言
の
精
神
を
具

体
化
し
て
い
く
事
が
求
め

ら
れ
る
が
�

町
長　

具
体
的
な
こ
と
は

今
後
検
討
し
て
い
く
�

恒
久
平
和
の
実
現
は
町
民

一
人
ひ
と
り
が
日
本
国
憲

法
の
平
和
主
義
の
原
則
に

基
づ
い
て
�
平
和
を
求
め

る
心
を
養
う
努
力
を
し
て

い
く
事
が
重
要
�

金澤　敏議員
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５
月
14
日
�
19
日
に
委

員
会
を
開
催
し
�
議
会
基

本
条
例
及
び
榛
名
吾
妻
荘

の
管
理
に
つ
い
て
調
査
検

討
を
行
い
ま
し
た
�

　

議
会
基
本
条
例
に
つ

い
て
は
�
４
月
に
住
民
の

方
か
ら
受
け
た
パ
ブ
リ
�

ク
コ
メ
ン
ト
及
び
群
馬
県

町
村
議
会
議
長
会
か
ら
の

指
摘
事
項
�
さ
ら
に
議
員

か
ら
指
摘
が
あ
り
ま
し
た

の
で
�
そ
れ
ら
の
事
項
に

つ
い
て
十
分
審
議
し
�
条

例
草
案
の
内
容
修
正
を
行

い
ま
し
た
�
最
終
段
階
に

な
�
た
こ
と
か
ら
�
こ
の

委
員
会
に
お
い
て
�
条
例

案
の
法
令
執
務
形
式
点
検

の
精
査
業
務
委
託
を
決
め

ま
し
た
�

　

そ
の
後
�
６
月
９
日
に

委
員
会
を
開
催
し
�
点
検

事
項
を
加
味
し
最
終
調
整

を
済
ま
せ
�
14
日
の
議
員

全
員
協
議
会
で
説
明
�
16

日
に
委
員
会
発
議
す
る
事

を
決
め
ま
し
た
�

　

次
に
�
榛
名
吾
妻
荘
の

事
務
処
理
に
つ
い
て
は
�

19
年
�
20
年
に
か
け
て
不

適
正
な
事
務
管
理
が
あ
�

た
の
で
は
な
い
か
と
の
�

同
僚
議
員
の
指
摘
を
受
け

て
今
年
１
月
以
降
�
事
業

課
に
対
し
資
料
提
供
を
求

め
て
調
査
し
て
き
ま
し
た
�

　

一
部
に
つ
い
て
不
適
正

部
分
が
見
受
け
ら
れ
る
と

の
判
断
か
ら
�
５
月
14
日
�

町
長
に
対
し
委
員
会
へ
の

出
席
を
求
め
�
町
執
行
部

で
調
査
を
す
る
よ
う
依
頼

し
た
と
こ
ろ
�
副
町
長
が

決
ま
り
次
第
�
調
査
さ
せ

対
処
す
る
�
と
の
答
弁
で

し
た
�
よ
�
て
委
員
会
と

し
て
は
調
査
資
料
を
執
行

部
に
提
出
し
�
そ
の
調
査

を
委
ね
る
こ
と
で
�
こ
の

件
に
つ
い
て
は
調
査
終
了

と
の
判
断
を
し
ま
し
た
�

総
務
常
任
委
員
会

　

６
月
11
日
�
関
係
者
に

出
席
を
求
め
関
連
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
�

　

ま
た
�
前
原
大
臣
の
中

止
発
言
の
検
証
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
�
こ
ち
ら

か
ら
出
向
い
て
の
検
証
に

つ
い
て
工
事
事
務
所
を
通

じ
て
日
程
調
整
を
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
が
�
�
菅

内
閣
に
か
わ
り
�
政
務
多

忙
の
た
め
す
ぐ
に
は
応
じ

ら
れ
な
い
�
�
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
�
今
後
は
�

質
問
書
を
提
出
し
文
書
で

の
回
答
を
求
め
て
い
く
こ

と
に
し
ま
し
た
�

【
国
関
係
】

　

22
年
度
予
算
額
は
事
業

費
一
五
四
億
五
千
万
円
で
�

対
前
年
比
30
％
減
と
な
り
�

ダ
ム
本
体
関
連
以
外
の
付

け
替
え
道
路
�
生
活
関
連

工
事
は
着
々
と
進
め
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
�

　

岩
島
地
区
で
は
�
町
道

新
井
横
谷
松
谷
線
の
付
け

替
え
の
一
部
工
事
と
Ｊ
Ｒ

第
二
橋
梁
の
在
来
線
お
よ

び
八
�
場
ト
ン
ネ
ル
の
取

り
付
け
部
分
の
工
事
を
行

う
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
�

　

坂
上
地
区
で
は
�
盛
土

造
成
地
線
の
上
流
部
分
と

林
道
取
り
付
け
部
分
に
つ

い
て
工
事
を
進
め
て
い
る

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
�

【
県
関
係
】

　

国
道
145
号
付
け
替
え
工

事
は
�
雁
�
沢
ラ
ン
プ
か

ら
Ｊ
Ｒ
部
分
を
除
い
た
現

道
タ
�
チ
ま
で
の
事
業
進

捗
を
図
�
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
し
た
�
土
地
改

良
に
つ
い
て
は
�
三
島
西

部
第
二
地
区
で
昨
年
に
引

き
続
き
工
事
を
行
う
予
定

で
あ
り
�
細
谷
地
区
で

今
年
度
5.5
�
の
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
�
松
谷
地

区
に
つ
い
て
は
�
上
信
道
�

Ｊ
Ｒ
等
を
想
定
し
な
が
ら

今
後
計
画
を
行
�
て
い
く

と
の
こ
と
で
し
た
�

　

そ
の
他
�
県
道
川
原
畑

大
戸
線
な
ど
の
進
捗
状
況

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
�

八
ッ
場
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会

暫定供用された　雁ヶ沢ランプ
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【
町
関
係
】

　

４
月
28
日
オ
�
プ
ン
し

た
健
康
増
進
施
設
天
狗
の

湯
は
�
入
館
者
数
が
６
月

10
日
で
１
万
人
を
超
え
�

順
調
に
運
営
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
�

　

そ
の
他
�
ふ
れ
あ
い
公

園
�
十
二
沢
パ
�
キ
ン
グ

等
の
工
事
予
定
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
�

地
域
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会

　

６
月
11
日
に
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
�　

　
　

　
　

ま
ず
�
吾
妻
都
市
計

画
道
路
原
町
南
口
線
の
変

更
が
４
月
９
日
に
告
示
さ

れ
た
旨
報
告
が
あ
り
�
変

更
概
要
は
原
町
駅
か
ら
駅

前
交
差
点
ま
で
の
幅
員
の

変
更
と
�
コ
ス
ト
縮
減
を

目
的
に
�
仮
称
�
吾
妻
大

橋
の
橋
種
を
Ｐ
Ｃ
箱
桁
橋

に
変
更
す
る
概
要
で
す
�

　

ま
た
�
駅
前
交
差
点
付

近
の
用
地
買
収
�
建
物
等

移
転
交
渉
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
�
補
償
調
査
�
交

渉
を
行
�
て
行
き
た
い
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
�

　

駅
北
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
�
早

期
完
了
を
目
指
し
て
事
業

計
画
の
変
更
と
�
そ
れ
に

必
要
な
３
年
間
の
事
業
延

伸
を
検
討
し
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
�

　

原
町
中
学
校
脇
の
稲
荷

城
金
井
線
を
含
む
�
す
で

に
完
成
さ
れ
て
い
る
西
側

部
分
を
先
行
し
て
換
地
処

分
す
る
事
で
�
事
業
の
早

期
完
了
を
目
指
し
た
い
と
�

駅
北
組
合
で
は
検
討
し
て

い
る
と
の
事
で
し
た
�

　

上
信
自
動
車
道
建
設
事

業
は
�
祖
母
島
�
箱
島
バ

イ
パ
ス
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
�
箱
島
地
区

の
予
備
設
計
が
終
了
し
�

岡
崎
地
区
の
予
備
設
計
は

今
月
で
終
了
す
る
た
め
�

７
月
に
中
之
条
土
木
事
務

所
が
地
元
説
明
会
を
行
う

予
定
で
あ
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
�

　

ま
た
�
吾
妻
西
バ
イ
パ

ス
に
つ
い
て
も
�
地
元
説

明
会
は
７
月
頃
行
う
予
定

で
あ
る
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
�

委
員
長
の
互
選

　

　

故  

前
村
清
委
員
長

死
去
に
よ
り
、
新
た
に

高
橋
基
雄
議
員
が
互
選

に
よ
り
委
員
長
と
な
り

ま
し
た
。

  

内　　　　　　　　　容 処　理　状　況

 太田幼稚園駐車場の舗装に関する陳情書 平成 18 年 12 月採択　未決

 町道 3005 号線（本宿上の原）舗装工事のお願い 平成 21 年 6 月採択　未決

 町道 3068 号線（大戸上宿）の改良工事及び水道管の交換工事の陳情
平成 21 年 6 月採択　未決　処理中（町道）

平成 21 年 6 月採択　22 年 3 月完結（水道管）

 旧坂上診療所を改修して新たな通所介護施設（デイサービス）として
 活用すること

平成 21 年 9 月採択　未決

 天狗の湯本浴場の料金体系と管理運営についての陳情 平成 21 年 12 月採択　22 年 3 月完結

あの陳情はどうなった？（合併後のものです）

　議会では、皆さんから提出された陳情を慎重に審査しています。採択した中で、町執行部へ送るべきも

のはすみやかに送付し、要望の実現が図れるよう議会の意思を伝えています。これに対し、町は必ず実行

する義務はありませんが、処理経過を報告することが義務付けられており、今議会に報告がありました。

　一部開通した雁ヶ沢トンネル坑口（上）と

トンネル内設備（下）
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東
吾
妻
町

議
会
だ
よ
り
　
№
１８

2010
年
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ど
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い
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９
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懸
案
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ま
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に
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政
の
取
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組
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く
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会
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ど
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お
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い
�
と
言
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れ

な
い
た
め
に
�
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田
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「コンパニオンプランツ」

　　青木明子さん（原町：主婦）
　７月。梅雨の晴れ間に、口蹄疫の不安を分かち合い、畜産仲間と能登へ

旅してきました。

　崩れ落ちた瓦屋根、今にも倒れそうな古い街並み。あの大震災は、まだ

記憶に新しい輪島市。

　日本海からの風は爽やかに、より明るく蘇った輪島の街並みが、私達を迎えてくれました。

　震災後の無残な千枚田を、日本じゅうから集まった一般市民が復興していく様子を、私はテレビ

で見ていました。

　今や、すばらしい早苗の棚田は、美しい海の潮騒を聞きながら、緑の海原のようで圧巻でした。

　また、地域に根付く神輿祭りを誇りに、祭りの日には県外に出ている人も、皆ふるさとに帰り、

こんな小さな半島のどこにこれだけの人々が・・・。と思えるほどの熱い賑わいをみせているよう

です。

　私事ですが、ここ２・３年の猿や猪の被害で、楽しみにしていた野菜作りも力が入りませんでし

た。そんな折、友人の１人が「今は獣の方が利口だから、電気の入らない紐の柵だけで大丈夫。」

と教えて下さり、早速畑の周りを、竹に結んだ紐の柵で私の畑作りが再開しました。

　ある日、本屋さんでふと目に留まった「コンパニオンプランツ」という本を手にすると、そこに

は目から鱗の畑作りが書いてありました。

　堆肥を沢山入れて甘くておいしい野菜を作りたいのですが、虫や病気

にはいつも悩まされます。

　しかし、なすの隣にはパセリーを！きゅうりにはねぎ。ラディッシュ

にはバジル。ピーマンにはつるなしインゲンというように、お互いの天

敵の嫌う作物同士の組み合わせで作付けすると、無農薬でみずみずしい

まま野菜が成長するというのです。

　そして、２ヶ月。何と！ほぼどの野菜もこれまで以上に順調に育ち、

とてもおいしく元気に実っています。「ありがとね」と追肥するのも楽

しみです。

　人も、街も、自然も、とってもひとりの力ではどうにもならないこと

だってあります。たくさんの人の「善意」や「想い」や「助け合い」で

皆がいい気持ちで活き活き過ごせたら、幸せだなぁと思います。


